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ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て

　

● 

ス
ト
レ
ス
と
は
何
か
？

　
「
ス
ト
レ
ス
」
と
い
う
言
葉
は
様
々
な
場
面
で
使

用
さ
れ
ま
す
が
、
以
下
の
３
つ
の
要
素
が
あ
り
ま

す
【
図
表
１
】。

①
ス
ト
レ
ス
要
因（
ス
ト
レ
ス
の
原
因
に
な
る
も
の
）

② 

ス
ト
レ
ス
反
応（
ス
ト
レ
ス
の
結
果
生
じ
て
く
る

症
状
や
状
態
）

③ 

ス
ト
レ
ス
の
修
飾
要
因
（
ス
ト
レ
ス
の
過
程
を

和
ら
げ
た
り
、
悪
化
さ
せ
た
り
す
る
も
の
）

　

強
い
ス
ト
レ
ス
要
因
が
あ
る
と
ス
ト
レ
ス
反
応

が
続
き
、
長
期
に
続
く
と
健
康
問
題
が
起
き
ま
す
。

し
か
し
、
修
飾
要
因
が
あ
る
場
合
（
例
え
ば
、
話

を
聞
い
て
く
れ
る
上
司
が
い
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
く
れ
る
友
人
や
家
族
が
い
る
場
合
）、
ス
ト
レ
ス

要
因
が
あ
っ
て
も
、ス
ト
レ
ス
反
応
は
起
き
に
く
く

な
り
、
健
康
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
も
減
り
ま
す
。

「
ス
ト
レ
ス
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
３
つ
の
要
素

か
ら
な
る
シ
ス
テ
ム
全
体
を
指
す
用
語
で
す
。

①
心
の
病
気

　

特
に
う
つ
病
は
、
仕
事
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
と
の

関
係
が
強
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

仕
事
の
ス
ト
レ
ス
要
因
に
分
類
さ
れ
る
、
仕
事
の

要
求
度
（
求
め
ら
れ
る
仕
事
の
量
・
質
・
速
度
な
ど
）

が
高
く
、
か
つ
仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
仕
事
を

ど
の
程
度
の
ス
ピ
ー
ド
で
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か

に
つ
い
て
自
分
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
）

が
低
い
場
合
や
、
上
司
の
支
援
や
同
僚
の
支
援
が

低
い
場
合
な
ど
に
、う
つ
病
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、仕
事
の
要
求
度

が
高
い
人
で
は
飲
酒
量
の
増
加
や
、
ア
ル
コ
ー
ル

使
用
障
害
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

②
体
の
病
気

　

例
え
ば
、
仕
事
の
要
求
度
が
高
く
、
仕
事
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
低
い
人
で
は
、
心
臓
病
の
リ
ス
ク

が
高
い
こ
と
、
加
え
て
、
職
場
の
上
司
や
同
僚
の

支
援
が
低
い
こ
と
が
重
な
る
と
、
さ
ら
に
心
臓
病

の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

他
に
も
、仕
事
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が
高
い
と
、腰
痛
、

腕
の
痛
み
、首
の
痛
み
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

● 

働
く
人
の
ス
ト
レ
ス
状
況

　

厚
生
労
働
省
が
実
施
し
て
い
る
「
労
働
安
全
衛

生
調
査
」（
令
和
３
年
）
で
は
、
仕
事
や
職
業
生
活

に
関
す
る
こ
と
で
強
い
不
安
や
ス
ト
レ
ス
と
な
っ

て
い
る
と
感
じ
る
事
柄
の
あ
る
労
働
者
の
割
合
は

53
・
３
％
で
し
た
。
働
く
人
の
半
数
以
上
の
方
が

仕
事
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
と
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
事
柄
が
あ

る
労
働
者
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
３
つ
ま
で
挙

げ
て
も
ら
う
と
、「
仕
事
の
量
」が
43
・
２
％
と
最
も

多
く
、次
い
で
「
仕
事
の
失
敗
、
責
任
の
発
生
等
」

が
33
・
７
％
、「
仕
事
の
質
」
が
33
・
６
％
、「
対

人
関
係
（
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
を
含
む
）」
が

25・７
％
で
し
た
。働
く
人
の
ス
ト
レ
ス
に
お
い
て
、

仕
事
の
負
担
や
人
間
関
係
の
問
題
が
重
要
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

● 

身
体
に
ど
の
よ
う
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
の
か
？

　

仕
事
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
は
あ
ら
ゆ
る
健
康
問
題

と
関
係
が
あ
り
ま
す
。大
き
く
分
類
す
る
と
、①
心

の
病
気
、②
体
の
病
気
、③
事
故・災
害
が
あ
り
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
活
用
し
た

ス
ト
レ
ス
に
よ
る

健
康
問
題
の
予
防

【図表１】 ストレス要因、ストレス反応、　　
修飾要因、健康問題との関係

ストレス要因
仕事のストレス

（仕事の量が多いなど）

健康問題
精神疾患（うつ病）

身体疾患（心臓病、腰痛など）

ストレス反応
心理的（抑うつ、不安）

生理的（血圧、血糖増加）
行動的（飲酒、過食）
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の
３
領
域
を
含
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

① 

仕
事
の
ス
ト
レ
ス
要
因
（
職
場
に
お
け
る
労
働

者
の
心
理
的
な
負
担
の
原
因
に
関
す
る
項
目
）

② 

心
身
の
ス
ト
レ
ス
反
応（
心
理
的
な
負
担
に
よ
る

心
身
の
自
覚
症
状
に
関
す
る
項
目
）

③ 

周
囲
の
サ
ポ
ー
ト（
職
場
に
お
け
る
他
の
労
働
者

に
よ
る
当
該
労
働
者
へ
の
支
援
に
関
す
る
項
目
）

　

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
実
施
者
（
以
下
、

実
施
者
）
は
、
職
場
内
で
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の

企
画
や
立
案
、
実
施
、
高
ス
ト
レ
ス
者
の
判
定
等

を
行
い
ま
す
。
実
施
者
に
な
れ
る
の
は
、
医
師
、

保
健
師
の
他
、
一
定
の
研
修
を
受
け
た
看
護
師
、

精
神
保
健
福
祉
士
、歯
科
医
師
、公
認
心
理
師
で
す
。

　

結
果
は
、
実
施
者
か
ら
直
接
本
人
に
通
知
し
、

本
人
の
同
意
が
な
い
限
り
、
事
業
者
に
は
提
供
さ

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
高
ス
ト
レ
ス
者
と
し
て
面
接

指
導
が
必
要
と
評
価
さ
れ
た
労
働
者
か
ら
申
出
が

あ
っ
た
場
合
は
、
医
師
に
よ
る
面
接
指
導
を
行
う

こ
と
が
事
業
者
の
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
者
は
、
面
接
指
導
の
結
果
に
基
づ
き
、
医

師
の
意
見
を
踏
ま
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
時

は
、
就
業
上
の
措
置
を
講
じ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
（
労
働
時
間
の
短
縮
な
ど
）。
ま
た
、
検
査
結
果

を
集
団
ご
と
に
集
計
・
分
析
し
、
職
場
に
お
け
る

ス
ト
レ
ス
要
因
を
評
価
し
、
職
場
環
境
の
改
善
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
努
力
義
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
の
厚
生
労
働
省
委
託
事
業
の
事
業
場

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
受

検
率
が
90
％
以
上
１
０
０
％
未
満
の
事
業
場
が
約

半
数
を
占
め
て
い
ま
す
【
図
表
４
】。

　

ま
た
、
高
ス
ト
レ
ス
者
の
割
合
は
ば
ら
つ
き
が

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度

に
つ
い
て

● 「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
」
と
は
何
か

　

職
場
の
心
の
健
康
対
策
の
１
つ
と
し
て
、「
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
」が
あ
り
ま
す
。
２
０
１
４
年

６
月
に
、労
働
安
全
衛
生
法
が
改
正
さ
れ
、
心
理
的

な
負
担
の
程
度
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査
（
以
下
、

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
）
及
び
そ
の
結
果
に
基
づ
く

医
師
に
よ
る
面
接
指
導
等
を
内
容
と
す
る
制
度

（
以
下
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
）
が
創
設
さ
れ
、

２
０
１
５
年
12
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
労
働
者
の
ス
ト
レ
ス
状
況
に

つ
い
て
定
期
的
に
検
査
し
、
そ
の
結
果
を
本
人
に

通
知
す
る
こ
と
で
、
労
働
者
が
自
ら
の
ス
ト
レ
ス

の
状
況
に
関
し
て
気
づ
く
こ
と
を
促
し
、
個
人
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
（
心
の
健
康
）
不
調
の
リ
ス
ク

を
減
ら
す
こ
と
が
目
的
と
な
り
ま
す
。ま
た
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
リ
ス
ク
の
高
い
人
を
早
期
に

発
見
し
、医
師
に
よ
る
面
接
指
導
に
つ
な
げ
る
こ

と
で
、
労
働
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
も
目
的
に
含
ま
れ
ま
す
【
図
表
２
】。

　

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
は
、50
人
以
上
の
従
業

員
を
雇
用
す
る
事
業
場
で
は
義
務
に
、
50
人
未
満

の
従
業
員
を
雇
用
す
る
事
業
場
で
は
、
努
力
義
務

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

実
施
の
頻
度
は
、
１
年
ご
と
に
１
回
、
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
の
項
目
と
し
て
は
「
職
業
性
ス
ト
レ
ス

簡
易
調
査
票
」
と
い
う
57
項
目
の
調
査
票
を
利
用

す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
【
図
表
３
】。

　

こ
れ
以
外
の
調
査
票
を
使
用
す
る
場
合
も
、
次

③
事
故
・
災
害

　

仕
事
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
と
、
事
故
や
労
働
災
害

と
の
関
係
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
仕
事
に
よ
る

ス
ト
レ
ス
が
あ
る
場
合
や
、
上
司
や
同
僚
か
ら
の

サ
ポ
ー
ト
が
低
い
場
合
は
、仕
事
上
の
事
故
が
発
生

し
や
す
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
労
働
者
の
心
の
健
康

を
守
る
こ
と
は
、
労
働
者
自
身
の
心
身
の
健
康

増
進
や
、
職
場
で
の
事
故
や
災
害
の
予
防
に
つ
な

が
り
ま
す
。
職
場
に
お
い
て
、
積
極
的
に
労
働
者

の
心
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
な

課
題
に
な
り
ま
す
。

【図表２】ストレスチェック制度とは
＜目　的＞
●  労働者のストレス状況について
     ・定期的に検査する。
　  ・検査結果を労働者本人が知る
●  メンタルヘルス不調のリスクの高い人を
     ・早期に発見する。
　  ・医師による面接指導につなげる。
＜実　施＞
●  １年ごとに１回実施
●  50人以上の従業員を雇用する事業場　→　義務
●  50人未満の従業員を雇用する事業場　→　努力義務
●  結果は、実施者から直接本人に通知される。
●  労働者本人の同意がない限り、結果は事業者に提供されない。
●  高ストレス者として面接指導が必要と評価された労働者が申出れば、

事業者は医師による面接指導を行わなければならない。

自らのストレス状況に気づくこと
を促し、個人のメンタルヘルス
不調のリスクを減らす。

労働者のメンタルヘルス不調を
未然に防ぐ。

【図表３】職業性ストレス簡易調査票
出典：厚生労働省『職業性ストレス簡易調査票』より一部抜粋

（https://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/anzeneisei12/
dl/stress-check_j.pdf）

以下、省略
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事
業
者
と
労
働
者
の
間
で
合
意
形
成
を
行
う
こ
と

が
重
要
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
労
働
者
か
ら
合
意

を
得
た
上
で
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
ま
す
。

　

次
に
、
実
行
（Do

）
の
段
階
で
は
、
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
に
加
え
、
高
ス
ト
レ
ス
者
へ
の
医

師
に
よ
る
面
接
指
導
や
就
業
上
の
措
置
、
集
団
分

析
や
事
業
者
・
職
場
向
け
の
報
告
、
お
よ
び
職
場

環
境
改
善
の
実
施
が
含
ま
れ
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
チ

ェ
ッ
ク
を
受
検
す
る
こ
と
は
、
労
働
者
に
と
っ
て

は
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
受
検
率
が
低
く
な

る
と
、
そ
の
後
の
集
団
分
析
が
、
偏
っ
た
集
団
を

分
析
す
る
こ
と
に
な
り
、
誤
っ
て
解
釈
し
て
し
ま

う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
よ
り
正
確
に
職
場
の

状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
、
多
く
の
労
働
者
に
受

検
し
て
も
ら
え
る
よ
う
勧
奨
し
、
高
い
受
検
率
を

確
保
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
実
施
後
、労
働
者
か
ら

面
接
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
医
師
に
よ
る
面
接

指
導
を
行
い
ま
す
。
医
師
に
よ
る
面
接
指
導
を
希

望
す
る
と
、
高
ス
ト
レ
ス
者
で
あ
る
こ
と
が
事
業
者

側
に
明
ら
か
に
な
る
懸
念
か
ら
、
面
接
を
申
し
出
な

い
労
働
者
も
多
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
面

接
の
申
出
を
促
す
た
め
に
も
、
趣
旨
・
目
的
を
し

っ
か
り
と
労
働
者
に
周
知
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

最
後
に
、
評
価
と
改
善
（Check &

 Act

）
の

段
階
で
は
、
実
施
者
は
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実

施
・
面
接
指
導
・
集
団
分
析
・
職
場
環
境
改
善
等

の
各
プ
ロ
セ
ス
を
定
期
的
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
、

そ
の
取
組
み
の
効
果
を
振
り
返
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
上
手
く
い
っ
た
点
を
振
り
返
る
と
同
時
に
、

課
題
を
整
理
し
、
次
回
以
降
の
活
動
に
フ
ィ
ー
ド

あ
り
、
５
％
未
満
、
５
％
以
上
10
％
未
満
、
10
％

以
上
20
％
未
満
の
事
業
場
が
い
ず
れ
も
３
割
前
後

で
し
た
。
高
ス
ト
レ
ス
者
の
う
ち
面
接
指
導
を

申
し
出
る
者
の
割
合
は
、
５
％
未
満
の
事
業
場
が

７
割
以
上
と
い
う
結
果
で
し
た
。

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を「
組
織
」と
し
て

効
果
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
は
？

● 

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
沿
っ
た

    
組
織
的
な
取
り
組
み

　

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
を
効
果
的
に
実
施
す

る
た
め
に
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ 

［
計
画
（Plan

）、
実
行

（Do

）、 

評
価
と
改
善
（Check &

 Act

）］
サ
イ
ク

ル
に
沿
っ
て
、
組
織
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

で
す
。
以
下
で
は
、
組
織
が
取
り
組
む
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

の
ス
テ
ッ
プ
を
説
明
し
ま
す
【
図
表
５
】。

　

計
画
（Plan

）
の
段
階
で
は
、
衛
生
委
員
会
や

事
業
場
の
年
間
活
動
計
画
策
定
の
場
で
、
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

目
的
・
方
針
・
実
施
体
制
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

【図表４】ストレスチェックの受検率、高ストレス者
の割合、高ストレス者のうち面接指導を申し出る者
の割合別にみた事業場数の分布（％）

出典： 厚生労働省『ストレスチェック制度の効果
的な実施と活用に向けて』2022年3月。
https://www.mhlw.go.jp/
content/000917251.pdf

ストレスチェック
の受検率

80％未満

80％以上
90％未満

20.5％

90％以上
100％未満

16.1％45.7％

15.7％
1.9％100％

無回答

高ストレス者
の割合

5％未満

5％以上
10％未満

28.1％
10％以上
20％未満

24.3％

33.4％

7.7％
6.5％20％

以上

面接を申し出る
者の割合

5％未満5％以上
10％未満 76.8％

10％以上
20％未満 5.3％

7.6％
5.0％

5.3％

無回答

無回答20％
以上

Ｐlan（計画）
● ストレスチェックの実施計画の策定
● 目的・方針・実施体制について話し合い
● 事業者と労働者の間での合意形成

【図表５】ストレスチェックのＰＤＣＡサイクル

Do（実行）
● ストレスチェックの実施
● 高ストレス者への医師による面接指導
● 高ストレス者への就業上の措置
● 集団分析や事業者・職場向けの報告
● 職場環境改善の実施

Check & Act（評価と改善）
● 各プロセスの定期的なフォローアップ
● 取組みの効果の振り返り
● 次回以降の活動にフィードバック
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生
推
進
者
会
議
や
社
内
報
で
、ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

の
受
検
を
セ
ル
フ
ケ
ア
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
旨
を

周
知
す
る
」
と
い
う
例
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
結
果
を
本
人
に
通

知
す
る
際
の
工
夫
と
し
て
、
個
人
の
ス
ト
レ
ス
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル（
ス
ト
レ
ス
の
程
度
を
把
握
す
る
も
の
）

を
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
出
力
し
て
示
す
な
ど
、

わ
か
り
や
す
い
表
示
方
法
を
用
い
る
こ
と
や
、
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
と
と
も
に
、
セ
ル
フ
ケ
ア

の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
通
知
す
る
等
も
推

奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
厚
生
労
働
省
委
託
事
業
の
調
査
に
よ

る
と
、ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
効
果
に
つ
い
て
、

半
分
以
上
の
労
働
者
が「
自
身
の
ス
ト
レ
ス
を
意
識

す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
」を
挙
げ
て
い
ま
し
た

が
、一
方
で
、約
４
割
の
労
働
者
が
「
特
に
な
い
」
と

回
答
し
て
い
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果

を
工
夫
し
、
よ
り
有
用
な
情
報
を
労
働
者
に
提
供

で
き
る
よ
う
改
善
の
余
地
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
ま

す
。
今
後
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
が
労
働
者

自
身
の
ス
ト
レ
ス
の
気
づ
き
や
セ
ル
フ
ケ
ア
に
、

さ
ら
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

●  

相
談
窓
口
の
周
知
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
を
利
用
し
た
フ
ォ
ロ
ー

　

高
ス
ト
レ
ス
者
の
う
ち
、
実
際
に
医
師
に
よ
る
面

接
指
導
を
申
し
出
る
者
の
割
合
は
５
％
未
満
と
い

う
事
業
場
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
【
図
表
４
】。
先
で
触
れ
た
よ
う
に
、
高
ス
ト
レ

ス
者
が
面
接
の
申
出
を
し
や
す
い
よ
う
に
、
趣
旨
の

十
分
な
説
明
を
す
る
こ
と
や
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守

っ
て
面
接
指
導
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
構
築
す
る

な
ど
の
工
夫
に
よ
り
、
希
望
す
る
人
が
安
心
し
て
面

接
指
導
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、各
事
業
場
の
実
態
に
応
じ
て
、面
接
指
導

以
外
に
健
康
相
談
の
機
会
や
窓
口
を
設
け
る
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
労
働
者
が
相
談
す
る
機
会

を
増
や
す
工
夫
の
例
と
し
て
、「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
実
施
後
、
医
師
に
よ
る
面
接
指
導
に
限
定
せ
ず
、

全
労
働
者
に
対
し
、
事
業
場
に
知
ら
れ
る
こ
と

な
く
利
用
で
き
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
窓
口
の
紹
介

を
行
う
こ
と
と
し
た
」
と
い
う
例
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、労
働
者
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
相
談

窓
口
を
紹
介
す
る
等
の
対
策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、「
個
別
支
援
が
望
ま
し
い
労
働
者
に
つ

い
て
、
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
か
ら
積
極
的
に
チ
ャ

ッ
ト
を
送
付
す
る
こ
と
で
フ
ォ
ロ
ー
を
行
っ
て
い

る
」
と
い
う
例
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

チ
ャ
ッ
ト
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
労
働
者
の
フ
ォ
ロ
ー
を
行
う

方
法
も
あ
り
ま
す
。
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バ
ッ
ク
し
ま
す
。職
場
環
境
改
善
が
上
手
く
い
っ
た

職
場
の
事
例
な
ど
、
好
事
例
を
収
集
し
、
他
部
署

へ
情
報
共
有
す
る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

● 

集
団
分
析
と
職
場
環
境
改
善
の
実
施

　

集
団
分
析
と
そ
の
結
果
を
活
用
し
た
職
場
環
境

改
善
は
、
努
力
義
務
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
主
な
目
的
で
あ
る
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
不
調
の
未
然
予
防
の
た
め
の
重
要
な
手
段

で
す
。
近
年
、
集
団
分
析
を
実
施
す
る
事
業
場
の

割
合
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
職
場
環
境
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
る
事
業
場
も
40
％
台
後
半
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を「
個
人
」と
し
て

効
果
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
は
？

　

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
個
人
が
活
か
す
た
め
に

は
、
実
施
者
が
「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
を

労
働
者
に
通
知
し
自
ら
の
ス
ト
レ
ス
状
況
に
応
じ

て
気
づ
き
を
促
し
、
個
々
の
労
働
者
の
ス
ト
レ
ス

低
減
に
つ
な
げ
る
こ
と
」
や
「
ス
ト
レ
ス
の
高
い

人
を
早
期
に
発
見
し
、
医
師
に
よ
る
面
接
指
導
に

つ
な
げ
る
こ
と
で
、
労
働
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不

調
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
」
が
大
切
で
す
。

　

以
下
で
は
、
そ
の
た
め
に
職
場
で
で
き
る
工
夫

を
解
説
し
ま
す
。

●  

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
意
義
や
目
的
の
周
知
・

結
果
の
通
知

　

ま
ず
は
、
労
働
者
個
人
に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

制
度
の
目
的
や
意
義
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
自
身

の
セ
ル
フ
ケ
ア
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
よ
う
に
呼
び

掛
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
例
え
ば
、「
社
内
の
衛
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